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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一の固体撮像素子を有する第１の内視鏡撮像装置からのコンポジット映像信号が第１
の端子に入力されて、前記第１の端子を介して入力されたコンポジット映像信号から３原
色の３つのカラー映像信号を生成して出力する第１の信号処理回路と、
　３原色撮像用の複数の固体撮像素子を有する第２の内視鏡撮像装置から相互に分離され
た３原色の３つのカラー映像信号が前記第１の端子並びに第２及び第３の端子に入力され
、前記第１の端子を介して入力された信号を前記第１の信号処理回路に与えると共に前記
第１の信号処理回路からの３原色の３つのカラー映像信号を３系統の共通バスに供給する
か、又は、前記第１乃至第３の端子を介して入力された３原色の３つのカラー映像信号を
前記３系統の共通バスに供給する接続手段と、
　前記共通バスに供給された映像信号について共通の映像信号生成処理を行う第２の信号
処理回路と、
　を具備したことを特徴とする映像信号処理装置。
【請求項２】
　カラーフィルタを備えた単一の固体撮像素子を用いた第１の内視鏡撮像装置と、
　３原色撮像用の複数の固体撮像素子を備えた第２の内視鏡撮像装置と、
　前記第１の内視鏡撮像装置からのコンポジット映像信号が第１の端子に入力されて、前
記第１の端子を介して入力されたコンポジット映像信号から３原色の３つのカラー映像信
号を生成して出力する第１の信号処理回路と、前記第２の内視鏡撮像装置から相互に分離
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された３原色の３つのカラー映像信号が前記第１の端子並びに第２及び第３の端子に入力
され、前記第１の端子を介して入力された信号を前記第１の信号処理回路に与えると共に
前記第１の信号処理回路からの３原色の３つのカラー映像信号を３系統の共通バスに供給
するか、又は、前記第１乃至第３の端子を介して入力された３原色の３つのカラー映像信
号を前記３系統の共通バスに供給する接続手段と、前記共通バスに供給された映像信号に
ついて共通の映像信号生成処理を行う第２の信号処理回路と、を有する映像信号処理装置
と、
　を具備することを特徴とする内視鏡撮像システム。
【請求項３】
　前記第２の信号処理回路は、前記第１の信号処理回路と電気的に絶縁された２次回路内
に設けられることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡撮像システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡検査を行う場合に用いられる映像信号処理装置及び内視鏡撮像システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より内視鏡は、医療分野及び工業用分野における内視鏡検査に広く採用されるよう
になった。　
　また、最近においては、撮像手段を内蔵した電子内視鏡（ビデオスコープともいう）や
、光学式内視鏡に撮像手段を内蔵したカメラヘッドを装着した電子式内視鏡（内視鏡撮像
装置ともいう）は、内視鏡画像の記録等が簡単に行えるために広く用いられる状況にある
。　
　従来例として、特開昭６３－２２０８３６号公報がある。
【０００３】
　この従来例においては、面順次式の電子内視鏡と、カラーモザイク式の電子内視鏡を選
択的に映像信号処理装置に接続できるようにした電子内視鏡システム（内視鏡撮像システ
ム）が開示されている。　
　この電子内視鏡システムにおいては、映像信号処理装置内の信号処理は、面順次式とカ
ラーモザイク式で完全に独立しており、切り替え手段により切り替えて行うようにしてい
る。
【特許文献１】特開昭６３－２２０８３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来例の電子内視鏡システムにおいては、映像信号処理装置内の信号処理は、両者
の電子内視鏡に対して信号処理の共通化が考慮されていない。このため、従来例において
は、映像信号処理装置内の回路規模が増大化してしまう。　
　また、最近においては、通常の単板タイプ等の単一の固体撮像素子を備えたカメラヘッ
ドの他に、高画質化することができる３原色撮像用或いは３板タイプの複数の固体撮像素
子を内蔵したカメラヘッドを用いて内視鏡検査を行うニーズがあるが、従来は、別体の映
像信号処理装置を採用している。　
　このため、従来は、内視鏡検査に使用するカメラヘッドに応じて映像信号処理装置を変
更しなければならないため、内視鏡検査を行う内視鏡撮像システムの準備に手間がかかる
等の欠点があった。
【０００５】
（発明の目的）
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたもので、単一の固体撮像素子を内蔵した内視鏡
撮像装置の他に、３原色撮像用の複数の固体撮像素子を内蔵した内視鏡撮像装置にも対応
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できる映像信号処理装置及び内視鏡撮像システムを提供することを目的とする。　
　また、本発明は、単板タイプの固体撮像素子を内蔵した内視鏡撮像装置の他に、３原色
用の複数の固体撮像素子を内蔵した内視鏡撮像装置にも対応でき、しかも切り替え手段を
設ける必要がなく、回路規模も小さく構成することが可能となる映像信号処理装置及び内
視鏡撮像システムを提供することも目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の映像信号処理装置は、単一の固体撮像素子を有する第１の内視鏡撮像装置から
のコンポジット映像信号が第１の端子に入力されて、前記第１の端子を介して入力された
コンポジット映像信号から３原色の３つのカラー映像信号を生成して出力する第１の信号
処理回路と、３原色撮像用の複数の固体撮像素子を有する第２の内視鏡撮像装置から相互
に分離された３原色の３つのカラー映像信号が前記第１の端子並びに第２及び第３の端子
に入力され、前記第１の端子を介して入力された信号を前記第１の信号処理回路に与える
と共に前記第１の信号処理回路からの３原色の３つのカラー映像信号を３系統の共通バス
に供給するか、又は、前記第１乃至第３の端子を介して入力された３原色の３つのカラー
映像信号を前記３系統の共通バスに供給する接続手段と、前記共通バスに供給された映像
信号について共通の映像信号生成処理を行う第２の信号処理回路と、を具備することを特
徴とし、
　本発明の内視鏡撮像システムは、カラーフィルタを備えた単一の固体撮像素子を用いた
第１の内視鏡撮像装置と、３原色撮像用の複数の固体撮像素子を備えた第２の内視鏡撮像
装置と、前記第１の内視鏡撮像装置からのコンポジット映像信号が第１の端子に入力され
て、前記第１の端子を介して入力されたコンポジット映像信号から３原色の３つのカラー
映像信号を生成して出力する第１の信号処理回路と、前記第２の内視鏡撮像装置から相互
に分離された３原色の３つのカラー映像信号が前記第１の端子並びに第２及び第３の端子
に入力され、前記第１の端子を介して入力された信号を前記第１の信号処理回路に与える
と共に前記第１の信号処理回路からの３原色の３つのカラー映像信号を３系統の共通バス
に供給するか、又は、前記第１乃至第３の端子を介して入力された３原色の３つのカラー
映像信号を前記３系統の共通バスに供給する接続手段と、前記共通バスに供給された映像
信号について共通の映像信号生成処理を行う第２の信号処理回路と、を有する映像信号処
理装置と、を具備することを特徴とする。

【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、単一の固体撮像素子を内蔵した内視鏡撮像装置の他に、３原色用の複
数の固体撮像素子を内蔵した内視鏡撮像装置にも対応できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。　
【実施例１】
【０００９】
　図１ないし図１１は本発明の実施例１に係り、図１は実施例１の内視鏡撮像システムの
全体構成を示し、図２は信号コネクタの外観を示し、図３は３板タイプのカメラヘッドの
内部構成を示し、図４は単板タイプのカメラヘッドの内部構成を示し、図５はビデオスコ
ープ（電子内視鏡）の内部構成を示し、図６は映像信号処理装置の内部構成を示し、図７
は映像信号処理装置内の一部の回路を着脱可能な別体の基板により構成した様子を示し、
図８は映像信号処理装置のタイミングコントローラからカメラヘッド或いはビデオスコー
プ側のタイミングジェネレータに出力されるタイミングジェネレータ制御信号を示し、図
９は３板タイプ及び単板タイプのカメラヘッドの接続部の端子配置の詳細を示し、図１０
はビデオスコープの接続部の端子配置の詳細と映像信号処理装置の信号コネクタ受けの端
子配置の詳細とを示し、図１１はカメラヘッド／スコープ検知結果により、映像信号処理
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装置に設けた３ステートバッファに対して通過／非通過の状態に設定する設定内容を示す
。
【００１０】
　図１に示すように、本発明の実施例１の内視鏡撮像システム１は、光学式内視鏡２と、
この光学式内視鏡２に装着される３板タイプの（撮像手段を内蔵した）カメラヘッド３及
び単板タイプの（撮像手段を内蔵した）カメラヘッド４と、軟性の電子内視鏡（以下、ビ
デオスコープと略記）５と、光学式内視鏡２又はビデオスコープ５に照明光を供給する光
源装置６と、カメラヘッド３，４及びビデオスコープ５が選択的に接続され、映像信号生
成の信号処理を行う映像信号処理装置７と、この映像信号処理装置７に接続され、カメラ
ヘッド３，４或いはビデオスコープ５に内蔵された撮像手段により撮像された内視鏡画像
に対応する映像信号を表示するモニタ８とから構成される。　
　カメラヘッド３，４及びビデオスコープ５は、同じ構造の信号コネクタ９ａ、９ｂ、９
ｃをそれぞれ有し、映像信号処理装置７に設けた信号コネクタ受け（レセプタクル）１０
に着脱自在に接続される。
【００１１】
　映像信号処理装置７は、選択的に接続されるカメラヘッド３、４又はビデオスコープ５
から出力される撮像信号に対して信号処理し、標準的な映像信号に変換してモニタ８に出
力し、モニタ８の表示面には内視鏡画像が表示される。　
　後述するように本実施例においては、それぞれ撮像手段を内蔵したカメラヘッド３、４
及びビデオスコープ５は、３種類の内視鏡撮像装置を形成している。カメラヘッド３は、
３原色撮像用或いは３板タイプの３つの固体撮像素子を内蔵すると共に、相関二重サンプ
リング回路を内蔵している。
【００１２】
　また、カメラヘッド４は、色フィルタを備えた単板タイプとなる単一の固体撮像素子を
内蔵すると共に、相関二重サンプリング回路を内蔵している。　
　また、ビデオスコープ５は、色フィルタを備えた単板タイプとなる単一の固体撮像素子
を内蔵すると共に、相関二重サンプリング回路を内蔵していない。　
　そして、本実施例の映像信号処理装置７は、これら種類の異なる内視鏡撮像装置の信号
コネクタ９ａ、９ｂ、９ｃが選択的に接続されることにより、それぞれの出力信号から映
像信号生成の処理を行う。
【００１３】
　光学式内視鏡２は、体腔内に挿入される軟性（可撓性）の挿入部１１ａと、この挿入部
１１ａの後端に設けられた操作部１２ａと、この操作部１２ａの後端に設けられた接眼部
１３と、操作部１２ａから延出されたライトガイドケーブル１４とを有する。このライト
ガイドケーブル１４の端部に設けられたライトガイドコネクタ１５ａは、光源装置６に着
脱自在に接続される。　
　また、ビデオスコープ５は、体腔内に挿入される軟性（可撓性）の挿入部１１ｂと、こ
の挿入部１１ｂの後端に設けられた操作部１２ｂと、この操作部１２ｂから延出されたユ
ニバーサルケーブル１６とを有する。このユニバーサルケーブル１６の端部に設けられた
ライトガイドコネクタ１５ｂは、光源装置６に着脱自在に接続される。
【００１４】
　また、このライトガイドコネクタ１５ｂの側部から延出された信号ケーブル２０の端部
には信号コネクタ９ｃが設けてあり、この信号コネクタ９ｃは、映像信号処理装置７の信
号コネクタ受け１０に着脱自在に接続される。　
　光源装置６は、この光源装置６に接続されされたライトガイドケーブル１４或いは１６
をを介して光学式内視鏡２或いはビデオスコープ５に照明光を供給する。そして、光学式
内視鏡２或いはビデオスコープ５内部の図示しないライトガイドにより照明光は、伝送さ
れ、挿入部１１ａ或いは１１ｂの先端部の照明窓から出射される。照明窓から出射された
照明光により、挿入部１１ａ或いは１１ｂが挿入された体腔内の患部等の被写体が照明さ
れる。挿入部１１ａ或いは１１ｂの先端部には、照明窓に隣接して観察窓が設けてあり、
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その観察窓に取り付けられた対物レンズにより被写体の光学像が結像される。　
　ビデオスコープ５の場合には、対物レンズの結像位置には、撮像手段として電荷結合素
子（ＣＣＤと略記）４２（図５参照）が配置されている。
【００１５】
　一方、光学式内視鏡の場合には、対物レンズの結像位置には、イメージガイドの先端面
が配置され、この先端面に結像された光学像は、接眼部１３付近に配置された後端面に伝
送され、接眼部１３から肉眼で観察できると共に、カメラヘッド３或いは４が装着された
場合には、カメラヘッド３或いは４に内蔵された撮像手段に光学像が結像されることにな
る。　
　カメラヘッド３、４は、光学式内視鏡２の接眼部１３に着脱自在に接続されるヘッド部
１７ａ、１７ｂから信号ケーブル１８ａ、１８ｂがそれぞれ延出され、信号ケーブル１８
ａ、１８ｂの端部に設けられた信号コネクタ９ａ、９ｂは、映像信号処理装置７の信号コ
ネクタ受け１０に着脱自在に接続される。　
　図２は、信号コネクタ９ａ（９ｂ、９ｃも同様）の詳細な構造を示す。信号コネクタ９
ａの先端部にはカードエッジタイプの接点部１９が設けてある。接点部１９は、信号コネ
クタ受け１０内の図示しない接続部と接触して電気的に導通する。なお、接点部１９は、
上側（表側）の１Ａ、２Ａ、…、１７Ａで示す端子番号（ピン番号ともいう）の接点部と
、図２では示していないが下側（裏側）の１Ｂ、２Ｂ、…、１７Ｂで示す端子番号の接点
部とからなる。
【００１６】
　図３は、３板タイプのカメラヘッド（３板カメラヘッドともいう）３の詳細な構成を示
す。　
　３板タイプのカメラヘッド３内は、内部にダイクロックプリズム２１を備え、被写体か
らの光学像をＲＧＢの３原色の光学像に分離する。ＲＧＢの３原色に分離された光学像は
、Ｒ用ＣＣＤ２２、Ｇ用ＣＣＤ２３、Ｂ用ＣＣＤ２４によりそれぞれ撮像され、電気信号
に変換される。それぞれのＣＣＤ出力信号は、相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）２５
、２６、２７にそれぞれ入力される。　
　ＣＤＳ回路２５、２６、２７の出力信号は、信号コネクタ９ａの接点部１９の端子１Ａ
，１Ｂ，２Ａをそれぞれ介して映像信号処理装置７に出力される。なお、信号コネクタ９
ａの右端の接点部１９における符号は、端子番号を示す。
【００１７】
　Ｒ用ＣＣＤ２２、Ｇ用ＣＣＤ２３、Ｂ用ＣＣＤ２４及びＣＤＳ回路２５、２６、２７は
、タイミングジェネレータ２８に接続される。　
　このタイミングジェネレータ２８には、接点部１９を介して映像信号処理装置７から原
発振クロック、同期信号及びタイミングジェネレータ制御信号が入力され、タイミングジ
ェネレータ２８は、これらの信号に基づいてＣＣＤ駆動信号及びＣＤＳ回路用のサンプリ
ング信号を発生し、ＣＣＤ２２、２３、２４及びＣＤＳ回路２５、２６、２７にそれぞれ
ＣＣＤ駆動信号及びサンプリング信号を供給する。また、タイミングジェネレータ２８は
、映像信号処理装置７にＣＤＳサンプリング信号に同期したクロックを端子８Ｂから供給
する。
【００１８】
　また、３板タイプのカメラヘッド３は、このカメラヘッド３を検出（識別）するための
カメラヘッド／スコープ検出用の検出抵抗２９（その抵抗値はＲ１）が設けてある。
【００１９】
　図４は、単板タイプのカメラヘッド（単板カメラヘッドともいう）４の詳細な構成を示
す。　
　単板タイプのカメラヘッド４内には、複数種の補色フィルタをモザイク状に配列された
色フィルタアレイ３１を備えたＣＣＤ３２と、ＣＣＤ出力信号を増幅するアンプ３３と、
ＣＤＳ回路３４を備えている。　
　また、このカメラヘッド４は、タイミングジェネレータ３５を有し、このタイミングジ
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ェネレータ３５には、映像信号処理装置７から接点部１９を介して原発振クロック、同期
信号及びタイミングジェネレータ制御信号が入力される。
【００２０】
　また、このタイミングジェネレータ３５は、これらの信号に基づいてＣＣＤ駆動信号及
びＣＤＳ回路用のサンプリング信号を発生し、ＣＣＤ３２及びＣＤＳ回路３４にそれぞれ
ＣＣＤ駆動信号及びサンプリング信号を供給する。また、タイミングジェネレータ３５は
、映像信号処理装置７にＣＤＳサンプリング信号に同期したクロックを端子８Ｂから供給
する。　
　なお、ＣＤＳ回路３４とタイミングジェネレータ３５は、別々の半導体基板上に構成し
ても良いが、図４の点線で示したように、同一の半導体基板３６上に構成しても良い。ま
た、このカメラヘッド４内にも、カメラヘッド／スコープ検知用の検出抵抗３７（その抵
抗値はＲ２）が設けてある。　
　図５は、ビデオスコープ５の詳細な構成を示すブロック図である。
【００２１】
　ビデオスコープ５内には、補色モザイクフィルタ４１を備えたＣＣＤ４２と、このＣＣ
Ｄ４２から出力されるＣＣＤ出力信号を増幅するアンプ４３とを有しており、アンプ４３
により増幅されされたＣＣＤ出力信号は、接点部１９の端子１Ａを介して映像信号処理装
置７に出力される。　
　また、ビデオスコープ５内には、タイミングジェネレータ４４を備えており、映像信号
処理装置７から原発振クロック、同期信号及びタイミングジェネレータ制御信号が入力さ
れ、タイミングジェネレータ４４は、これらの信号に基づいてＣＣＤ駆動信号を発生し、
ＣＣＤ４２にＣＣＤ駆動信号を供給する。また、タイミングジェネレータ４４は、接点部
１９の端子８Ｂを介して映像信号処理装置７にＣＤＳサンプリング信号に同期したクロッ
クを供給する。　
　ビデオスコープ５内にもカメラヘッド３、４と同様に、カメラヘッド／スコープ検出抵
抗４５（その抵抗値はＲ３）を備えている。
【００２２】
　図６は、映像信号処理装置７の詳細を示すブロック図である。　
　映像信号処理装置７は、その内部が二次回路４９と、この二次回路４９と電気的に絶縁
され、感電を防止する機能を持つフローティング回路５０とに分離されている。　
　映像信号処理装置７内には、ビデオスコープ５からのＣＣＤ出力信号をＣＤＳ処理する
ＣＤＳ回路５１と、アナログ信号からデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換回路５２を備え
ている。　
　Ａ／Ｄ変換回路５２の出力は、３ステートバッファ５３を介して色分離回路５４に供給
され、色分離回路５４により輝度信号と色差信号に分離された後、ＲＧＢマトリクス回路
５５に入力される。ＲＧＢマトリクス回路５５にて生成されたＲＧＢ信号は、３つの３ス
テートバッファ５６を介してアイソレーション回路５７に供給される。
【００２３】
　なお、この３つの３ステートバッファ５６の出力端は、後述する３ステートバッファ６
５～６７の出力端と合流して共通バスとなっている。従って、３つの３ステートバッファ
５６は、共通バスに接続する接続手段を形成している。つまり、３ステートバッファ５６
が、バッファ制御回路７１の制御信号により導通状態（通過状態）に設定されると、ＲＧ
Ｂマトリクス回路５５を経て生成されたＲＧＢ信号がアイソレーション回路５７に入力さ
れ、非導通（ハイインピーダンス状態）に設定されると、ＲＧＢ信号はアイソレーション
回路５７に入力されない非通過となる。
【００２４】
　このアイソレーション回路５７により絶縁（アイソレーション）されたアイソレーショ
ン出力は、二次回路４９内の映像信号処理回路５８にてホワイトバランス、色調補正、γ
補正などの処理が行われた後、モニタ８に供給される。そして、このモニタ８の表示面に
は、ビデオスコープ５により撮像された被写体像が内視鏡画像として表示される。　
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　３板タイプのカメラヘッド３の出力信号は、それぞれＡ／Ｄ変換回路６１、６２、６３
に入力され、さらに３ステートバッファ６４、６５、６６、６７を介してアイソレーショ
ン回路５７に供給される。これら３ステートバッファ６４、６５、６６、６７は、共通バ
スに接続する接続手段を形成している。
【００２５】
　そして、上記３ステートバッファ５６の場合と同様に、３ステートバッファ６４、６５
、６６、６７は、バッファ制御回路７１の制御信号により通過状態と非通過状態に設定で
きるようにしている。　
　アイソレーション回路５７の出力は映像信号処理回路５８を介してモニタ８に出力され
る。　
　また、単板タイプのカメラヘッド４の出力信号は、Ａ／Ｄ変換回路６１に供給される。
この場合には、Ａ／Ｄ変換回路６１の出力信号は、３ステートバッファ６４を介してビデ
オスコープ５の場合と同様に、色分離回路５４に入力される。色分離回路５４の出力信号
は、ビデオスコープ５の場合と同様である。
【００２６】
　カメラヘッド／スコープ検出抵抗の出力は、Ａ／Ｄ変換回路６８に入力され、接続され
たカメラヘッド又はビデオスコープに設けられた検知用抵抗と基準抵抗６９（その抵抗値
はＲｔ）との分圧比により設定される電圧をデジタル信号に変換し、カメラヘッド／スコ
ープ検知回路７０に供給される。　
　カメラヘッド／スコープ検知回路７０は、検知されたカメラヘッド又はビデオスコープ
の種類を検知し、バッファ制御回路７１及びタイミングコントローラ７２に出力する。
【００２７】
　バッファ制御回路７１は、カメラヘッド／スコープ検知回路７０により検知されたカメ
ラヘッド又はビデオスコープの種類に従って、３ステートバッファ５３、６４、６５、６
６、６７を制御する。　
　また、カメラヘッド／スコープ検知回路７０の出力信号が入力されるタイミングコント
ローラ７２は、タイミングジェネレータ制御信号の設定を変更する。
【００２８】
　また、タイミングコントローラ７２は、フローティング回路５０内の各種タイミング信
号を生成すると共に、タイミングジェネレータ制御信号を、映像信号処理装置７（の信号
コネクタ受け１０）に接続されたカメラヘッド３、４又はビデオスコープ５に出力する。
　二次回路４９は、内部に発振器７３を備え、原発振クロック信号を生成し、アイソレー
ション回路７４を介してフローティング回路５０に供給すると共に、信号コネクタ受け１
０に接続されたカメラヘッド３、４又はビデオスコープ５にも供給する。　
　カメラヘッド３、４、又はビデオスコープ５より出力されたクロックは、タイミングコ
ントローラ７２に入力されると共に、アイソレーション回路７５を介して二次回路４９内
の同期信号発生器７６に供給される。
【００２９】
　同期信号発生器７６は、水平、垂直同期信号を生成して二次回路４９内に供給すると共
に、アイソレーション回路７７を介してフローティング回路５０内のタイミングコントロ
ーラ７２に供給する。　
　また、同期信号発生器７６からアイソレーション回路７７を介して出力される水平、垂
直同期信号は、接点部４Ｂ，５Ａを介してカメラヘッド３、４又はビデオスコープ５にも
供給される。　
　また、映像信号処理回路５８からの出力信号は、検波回路５９に入力され、検波回路５
９は、出力信号を検波して映像信号の輝度レベルを検出し、シャッタ制御回路６０に出力
する。　
　このシャッタ制御回路６０は、検波回路５９により検出された輝度レベルを適正な輝度
レベルとなる基準の輝度レベルと比較して、その差信号に応じてシャッタ速度を制御する
信号を生成し、アイソレーション回路７８を経てタイミングコントローラ７２に出力する
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。
【００３０】
　そして、タイミングコントローラ７２は、適切な明るさの輝度レベルとなるように素子
シャッタを機能させる。なお、この素子シャッタによる明るさ制御は、ユーザが選択した
場合に動作するようにしても良い。　
　このような構成における本実施例における映像信号処理装置７は、固体撮像素子及び相
関二重サンプリング手段とを備え、該相関二重サンプリング手段を経た出力信号を出力す
る第１の内視鏡撮像装置（具体的にはカメラヘッド３，４）と、固体撮像素子を備え、該
固体撮像素子の出力信号を出力する第２の内視鏡撮像装置（具体的にはビデオスコープ５
）とのそれぞれの電気コネクタが選択的に共通の電気コネクタ受けに着脱自在に接続され
、前記第１と第２の内視鏡撮像装置に対して映像信号を生成する信号処理を行うようにし
ている。
【００３１】
　また、この場合、第１と第２の内視鏡撮像装置から出力される電気コネクタの出力端子
に対して、前記映像信号処理装置側の電気コネクタ受けの接続端子が異なるように割り付
けている。
【００３２】
　また、本実施例における映像信号処理装置７は、カラーフィルタを備えた単一の固体撮
像素子を備えた第３の内視鏡撮像装置（具体的にはカメラヘッド４）と、３原色撮像用の
複数の固体撮像素子を備えた第４の内視鏡撮像装置（具体的にはカメラヘッド３）とが選
択的に接続され、前記第３と第４の内視鏡撮像装置から出力される出力信号に対して映像
信号生成の信号処理を共通化された信号処理回路により行えるようにしている。
【００３３】
　この場合、共通化の信号処理回路は、第３と第４の内視鏡撮像装置に接続される前処理
回路（具体的にはフローティング回路５０）と電気的に絶縁された二次回路４９内に設け
られた後処理回路の映像信号処理回路５８により形成されるようにしている。
【００３４】
　このような構成による本実施例の作用を説明する。　
　３板タイプのカメラヘッド３の接点部１９の端子配置は、図９（Ａ）の表１に示す通り
であり、図３に示した接点部１９の端子番号とそれぞれ対応している。単板タイプのカメ
ラヘッド４の接点部１９の端子配置は、図９（Ｂ）の表２に示す通りであり、図４に示し
た接点部１９の端子番号とそれぞれ対応している。　
　ビデオスコープ５の接点部１９の端子配置は、図１０（Ａ）の表３に示す通りであり、
図５に示した接点部１９の端子番号とそれぞれ対応している。
【００３５】
　これに対応する映像信号処理装置７の信号コネクタ受け１０の端子配置は、図１０（Ｂ
）の表４に示す通りであり、図６に示した信号コネクタ受け１０の端子番号とそれぞれ対
応している。　
　このように、ＣＤＳ出力信号を出力するカメラヘッド３、４に対して、映像信号処理装
置７における映像信号の入力端子を一部異なる端子に割り付けている。ビデオスコープ５
から出力されるＣＣＤ信号は、端子番号１７Ｂの端子を介して映像信号処理装置７内のＣ
ＤＳ回路５１に供給され、ＣＤＳ処理が施された後、Ａ／Ｄ変換される。
【００３６】
　つまり、ビデオスコープ５から出力される出力信号と、カメラヘッド３、４から出力さ
れる出力信号とは全く別の端子番号の端子から映像信号処理装置７内に入力される。　
　３板タイプのカメラヘッド３から出力されるＣＤＳ信号は、端子番号１Ａ、１Ｂ、２Ａ
を介して映像信号処理装置７内のＡ／Ｄ変換回路６１、６２、６３に直接供給され、即座
にデジタル信号に変換される。
【００３７】
　また、単板タイプのカメラヘッド４から出力されるＣＤＳ信号は、端子番号１Ａの端子
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を介して映像信号処理装置７内のＡ／Ｄ変換回路６１に供給されてデジタル信号に変換さ
れる。　
　映像信号処理装置７内のカメラヘッド／スコープ検知回路７０は、Ａ／Ｄ変換回路６８
からの検知信号に基づき、接続されているカメラヘッド（又はビデオスコープ）の種別を
識別する。カメラヘッド（又はビデオスコープ）内には検出抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３をそれ
ぞれ備えている（図３の符号２９、図４の符号３７、図５の符号４５）。　
　これらの検出抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３は、それぞれ異なる抵抗値を割付られている。映像
信号処理装置７内には基準抵抗６９（その抵抗値Ｒｔ）が設けられており、Ｒｉ（ｉ＝１
，２，３）とＲｔの組み合わせによりスコープ検知用信号の信号レベルを設定する。
【００３８】
　これをスコープ検知用Ａ／Ｄ変換回路６８でデジタル信号に変換し、このデジタル信号
が入力されるカメラヘッド／スコープ検知回路７０により、接続されているカメラヘッド
（またビデオスコープ）の種類を判別する。　
　カメラヘッド／スコープ検知回路７０の出力信号は、タイミングコントローラ７２とバ
ッファ制御回路７１を介して３ステートバッファ５３、５６、６４、６５、６６、６７に
供給される。　
　タイミングコントローラー６１は、カメラヘッド／スコープ検知回路７０の判別結果に
応じて、タイミングジェネレータ制御信号を変化させる。　
　タイミングジェネレータ制御信号は、図８に示すようなクロック（ＳＣＫ）、データ（
ＳＤＡＴ）、ストローブ（ＳＥＮ）で構成されており、カメラヘッド（又はビデオスコー
プ）に設けられているタイミングジェネレータ２８、３６、４４をコントロールする。
【００３９】
　タイミングコントローラ７２は、カメラヘッド／スコープ判別結果に応じて、接続され
たカメラヘッド（又はビデオスコープ）のＣＣＤの種類や単板、３板などの情報を識別し
、カメラヘッド（又はビデオスコープ）内のタイミングジェネレータ２８、３６、４４か
らそれぞれのＣＣＤに対して適切なタイミングで適切な周波数の駆動信号が出力されるよ
うに制御する。　
　３ステートバッファ５３、５６、６４、６５、６６、６７の制御は、図１１の表５のよ
うに行われる。　
　表５に示す通り、ビデオスコープ５が接続される場合は、色情報が重畳されたＣＣＤ出
力が端子番号１７Ｂの端子に供給されるので、３ステートバッファ５３、５６がアクティ
ブとなり、ＣＤＳ処理された後にＡ／Ｄ変換され、さらに色分離及びＲＧＢマトリクス処
理が施されてデジタルＲＧＢ信号に変換されてから二次回路４９に供給される。この場合
、３ステートバッファ６４、６５、６６、６７からの出力は停止される。
【００４０】
　単板カメラヘッド４が接続された場合は、色情報が重畳されたＣＤＳ出力が、端子番号
１Ａの端子に供給されるので、直接Ａ／Ｄ変換された後、色分離及びＲＧＢマトリクス処
理が施されてＲＧＢ信号に変換されて二次回路４９に供給される。この場合は、３ステー
トバッファ５３、６５、６６、６７からの出力は停止される。　
　３板カメラ３が接続された場合は、ＲＧＢ毎のＣＤＳ出力が端子番号１Ａ、１Ｂ、２Ａ
の端子にそれぞれ供給されるので、３ステートバッファ６４、６５、６６、６７が、アク
ティブとなり、Ａ／Ｄ変換された後、直接二次回路４９に供給される。この場合は、３ス
テートバッファ５６からの出力は停止される。
【００４１】
　このように構成することで、二次回路４９内の映像信号処理は、どのカメラヘッドが接
続される場合でも共通の信号処理回路で処理可能となる。　
　またフローティング回路５０内は、ＣＣＤ出力の場合とＣＤＳ出力の場合で完全に独立
しているため、図６の点線で示したように、ＣＤＳ信号処理用フローティング回路８０を
図７に示すように、映像信号処理装置７を構成する基板８１とは別の基板８２により構成
し、必要な場合のみ基板８１に接続する形態にしても良い。　
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　本実施例は以下の効果を有する。
【００４２】
　上記のように構成することにより、信号出力形態が異なる複数種類のカメラヘッドが接
続される場合でもフローティング回路５０の一部を別回路で構成するのみで良く、２次回
路４９の信号処理は共通で行えるため、回路規模が大きくならずに構成することが可能と
なる。　
　また、アナログ映像信号出力を切り替える必要がないため、切り替え回路によるノイズ
の混入などを防ぐことができる。　
　さらに、ＣＣＤを駆動するためのタイミングジェネレータは、カメラヘッド（又はビデ
オスコープ）内に設け、タイミングジェネレータを制御するための信号のみを映像信号処
理装置７から出力する構成としているため、それぞれのＣＣＤに応じた駆動信号を映像信
号処理装置７から出力する必要がなく、駆動信号を切り替えるための切り替え回路も必要
にならない。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　カラーフィルタを備えた単一の固体撮像素子を内蔵したカメラヘッドを用いて内視鏡検
査する場合にも、３原色撮像用の複数の固体撮像素子を内蔵したカメラヘッドを用いて内
視鏡検査する場合にも、共通の映像信号処理装置を用いて行える。
【００４４】
［付記］
１．前記映像信号処理装置は、前記第１の内視鏡撮像装置からの出力を３原色信号に分離
する色分離手段を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡撮像システム。　
２．前記映像信号処理装置は、前記第１の内視鏡撮像装置からの出力信号をデジタル信号
に変換するＡ／Ｄ変換手段と、
　前記デジタル信号を３原色信号に分離して第１のデジタル信号として出力する色分離手
段と、
　前記第２の内視鏡撮像装置からの３原色信号を第２のデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変
換手段と、
　前記第１のデジタル信号を共通バスに接続する第１の接続手段と、
　前記第２のデジタル信号を前記共通バスに接続する第２の接続手段と、
　前記第１と第２の接続手段の状態を制御する制御手段とを具備することを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡撮像システム。　
３．前記制御手段は、前記第１と第２の内視鏡撮像装置の種類を検出する検出手段の出力
により、前記第１及び第２の接続手段の通過、非通過を制御することを特徴とする付記２
に記載の内視鏡撮像システム。　
４．前記第１の内視鏡撮像装置は、光学式内視鏡に着脱自在に装着され、前記カラーフィ
ルタを備えた単一の固体撮像素子を内蔵したカメラヘッドを有することを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡撮像システム。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の実施例１の内視鏡撮像システムの全体構成図。
【図２】信号コネクタの外観を示す斜視図。
【図３】３板タイプのカメラヘッドの内部構成を示すブロック図。
【図４】単板タイプのカメラヘッドの内部構成を示すブロック図。
【図５】ビデオスコープ（電子内視鏡）の内部構成を示すブロック図。
【図６】映像信号処理装置の内部構成を示すブロック図。
【図７】映像信号処理装置内の一部の回路を着脱可能な別体の基板により構成した様子を
示す斜視図。
【図８】タイミングコントローラからカメラヘッド或いはビデオスコープ側のタイミング
ジェネレータに出力されるタイミングジェネレータ制御信号を示す図。
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【図９】３板タイプ及び単板タイプのカメラヘッドの接続部の端子配置の詳細を示す表。
【図１０】ビデオスコープの接続部の端子配置の詳細と映像信号処理装置の信号コネクタ
受けの端子配置の詳細とを示す表。
【図１１】カメラヘッド／スコープ検知結果により、映像信号処理装置に設けた３ステー
トバッファに対して通過／非通過の状態に設定する設定内容を示す表。
【符号の説明】
【００４６】
　１…内視鏡撮像システム
　２…光学式内視鏡
　３…３板（タイプの）カメラヘッド
　４…単板（タイプの）カメラヘッド
　５…ビデオスコープ
　７…映像信号処理装置
　８…モニタ
　９ａ、９ｂ、９ｃ…信号コネクタ
　１０…信号コネクタ受け
　１９…接点部
　２１…ダイクロックプリズム
　２２…Ｒ用ＣＣＤ
　２３…Ｇ用ＣＣＤ
　２４…Ｂ用ＣＣＤ
　２５～２７…ＣＤＳ回路
　２８…タイミングジェネレータ
　２９…スコープ検出抵抗
　３１…色フィルタアレイ
　３２…ＣＣＤ
　３４…ＣＤＳ回路
　３６…タイミングジェネレータ
　３７…スコープ検出抵抗
　４１…補色モザイクフィルタ
　４２…ＣＣＤ
　４４…タイミングジェネレータ
　４５…スコープ検出抵抗
　４９…二次回路
　５０…フローティング回路
　５１…ＣＤＳ回路
　５２、６１～６３…Ａ／Ｄ変換回路
　５３、５６、６４～６７…３ステートバッファ
　５４…色分離回路
　５５…ＲＧＢマトリクス回路
　５７、７４、７５、７８…アイソレーション回路
　５８…映像信号処理回路
　７０…カメラヘッド／スコープ検知回路
　７１…バッファ制御回路
　７２…タイミングコントローラ
　７３…発振器
　７６…同期信号発生器
　代理人　　弁理士　　伊藤　進
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